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輸入食品の安全・安心にかかる

事業者の取組みについて

食品に関するリスクコミュニケーション食品に関するリスクコミュニケーション
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１．ニッポンハムグループの概要

２．ニッポンハムグループ品質保証体制

本日のご説明内容

３．輸入食品における安全への取り組み
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１．ニッポンハムグループの全体像
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本社：大阪
従業員：29,679人
（平成29年3月31日現在）
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２．ニッポンハムグループ品質保証体制
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3つの機能を有
機的に連携さ
せ、それを担う
人財を育成しま
す。
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人財を育成
し、品質保証
レベルの向
上を図ります。
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３．輸入食品における安全への取り組み
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文化や法律の違いを相互に理解することが最も大事！
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アレルギー物質を含む食品の表示

発症数、重篤度から勘案して表示する必要性の高い７品目を｢特定原材料｣として表示を義務付けし、

過去に一定の頻度で重篤な健康被害が見られた１８品目を｢特定原材料に準ずるもの｣として可能な限

り表示することを推奨しています。

平成１４年４月 食品衛生法により規定

(平成２５年６月 改訂)

ＮＨグループでは、推奨品目の「特定原材料に準
ずるもの２０品目」についても表示することとし
ています
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２０

表示が必要なアレルギー物質

カシューナッツカシューナッツごまごま
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出典：アレルギー物質を含む加工食品の表示ハンドブックより出典：アレルギー物質を含む加工食品の表示ハンドブックより

たとえば、アレルギー表示も国によって違ってきます。たとえば、アレルギー表示も国によって違ってきます。
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ポジティブリスト制度とは
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食品中に残留する農薬などが、人の健康に害を及ぼすこ
とのないよう、厚生労働省は、全ての農薬、飼料添加物、
動物用医薬品について、残留基準を設定しています。

残留基準は、食品安全委員会が人が摂取しても安全と
評価した量の範囲で、食品ごとに設定されています。農
薬などが、基準値を超えて残留する食品の販売、輸入な
どは、食品衛生法により、禁止されています（いわゆる
「ポジティブリスト制度」）。

農薬が基準を超えて残留することのないよう、農林水産
省が、残留基準に沿って、農薬取締法により使用基準を
設定しています。また、食品の輸入時には、検疫所にお
いて、残留農薬の検査等を行っています。
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方針

ニッポンハムグループのポジティブリスト制度への対応

1)国内、海外仕入れ原料につき、生産段階で使用してい
る農薬等の調査を行います。

2)調査した農薬等の残留がないか定期的な検査を行い、
検証します。

3)検証した結果、基準を超えることがあれば、流通を止
めるとともに、原料生産者へフィードバックし、改善し
ます。
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取り組み状況(その1) 

☆農薬等の使用履歴管理

1)グループが扱う畜産品(牛、豚、鶏など)、水産品、
農産品

グループ管轄の生産者については、使用する農薬等につ
いて投薬プログラムに則り使用し、適正に管理されてい
ることを確認しています。

2)国内社外仕入れ原料や海外原料
農薬等の使用調査を進めています。使用実態の開示が困
難な場合がありますが、できるかぎり情報交換し、休薬
期間などを説明し、遵守していただくように指導してい
ます。
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取り組み状況(その２) 

☆農薬等の残留検査体制

1)定期検査の実施
使用実態が確認された農薬等について定期的に残留検査を実施し、
安全性を検証します。

2)国内での検査の実施
国内では弊社品質科学センター等にて定期検査を実施しています。

3)海外現地での検査の実施
海外での検査機関の設置と提携で、より効率の良い検査体制を構築
しています。そのための現地指導を行っています。現在、中国、タ
イでの検査体制を構築しているところです。
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ニッポンハムグループでは・・・

① ２００４年に、残留農薬・残留動物用医薬品のグループ内の
一斉分析検査体制を確立しています。

② ２０１３年３月より、中央研究所に新検査棟（TAP）を開設し、
さらに分析技術の向上を図っています。

【残留動物用医薬品】
１９０化合物を同時測定
抗生物質、抗菌剤、飼料添加物など

【残留農薬】
５３０化合物を同時測定
殺虫剤、殺菌剤、除草剤など

独自開発した多種類農薬
・動物薬の一斉分析法

新検査棟 TAP（Tsukuba 
Analytical Plaza ）

残留農薬・残留動物用医薬品検査
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検査体制


